
気候情報

2004年2月の大気大循環と世界の天候

大気大循環

　北半球500hPa高度では，北極海のシベリア側，北ア

メリカ北部からヨーロッパ西部にかけてと中央アジァ

から日本付近にかけて正偏差となった．一方，ヨーロッ

パ東部からロシア西部，東シベリア，太平洋北部では
負偏差となった．

　850hPa流線関数および風ベクトルでは，太平洋の
中部から西部にかけて，北半球，南半球ともに広く高

気圧性循環偏差に覆われ，赤道付近では明瞭な東風偏

差が分布した．一方，活発な対流活動域に対応してフィ

リピン付近，オーストラリア北西部，ベンガル湾付近

には低気圧性循環偏差が見られ，インド洋中部からイ

ンドネシアにかけては5QS付近を中心に西風偏差と
なった．

　熱帯の対流活動は，太平洋西部やオーストラリア北

部で平年より活発，太平洋中部で平年より不活発とな

り，前月見られた傾向とほぽ逆であった．また，南ア

メリカモンスーンは南米東部で平年より活発南米西
部で平年より不活発だった．

　赤道季節内振動（MJO）は2003年12月以降振幅の大

きな状況が続いている．SOI（南方振動指数）は＋0．8

となり，前月の値（一1．0）から反転した．

世界の天候

①北日本から中央シベリアの多雨

②中国東部の高温
③中央アジアからヨーロッパ東部の多雨

　カザフスタンでは洪水により約2000人が避難を余儀

なくされていると報じられた．

④アルジェリアの高温

⑤モーリシャス周辺の高温

⑥カナダ西部の少雨

⑦五大湖の南の少雨

⑧米国南部の低温
　テキサス州では中旬に雪嵐に見舞われ，路面凍結な

どが原因の交通事故で5人が死亡したと伝えられた．

⑨ブラジルの多雨
　ブラジルでは前年末から続いている大雨により，161

人が死亡し，23万人が避難生活を余儀なくされている
と報じられた．

⑩パラグアイからアルゼンチン東部の少雨

⑪ミクロネシアの高温

⑫メラネシア東部の高温

⑬オーストラリア北西部の多雨
　　（気象庁気候・海洋気象部気侯情報課　村上喜章）
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2004年2月の北半球月平均500hPa高度および平年偏
差

等値線間隔は60m，偏差パターン間隔は60m．平年値
は1979～1993年のECMWF15年再解析データによる．
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2004年2月の北半球月平均200hPa風速および風ベ
クトル

等値線間隔は20m／s．陰影部は40m／s以上．太実線で

囲まれた領域は平年の40m／s以上の領域を示す．平年

値は1979～1993年のECMWF15年再解析データによ
る．
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　　　2004年2月の月平均850hPa流線関数平年偏差及び風平年偏差ベクトル
流線関数の偏差の等値線間隔は2×106m2／s．平年値は1979～1993年のECMWF15年再解析
データによる．
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　　　　　　　2004年2月の月平均外向き長波放射量平年偏差
等値線間隔は10W／m2で，値が小さいほど対流活動が活発であったと推測される．元データは

CPC／NCEP／NOAA，平年値は1979～2000年のデータから作成．
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2004年2月の世界の異常天候分布図　△異常高温　▼異常低温　ロ異常多雨　×異常少雨

異常高温・低温は標準偏差の2倍以上，異常多雨・少雨は降水5分位値が6および0．図中の
番号は本文中の番号と対応している．
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